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【2024年度 法政⼤学連帯社会インスティテュート公開講座 第3弾】

⿍談：社会正義とSSEが拓く未来 SSEとウェル・ビーイング

特別対談：3年⽬の公開講座とILO

グローバルな連帯を構築する

就労⽀援とディーセント・ワーク

社会的連帯経済（SSE）は、協同組合や共済団体など
が中⼼となって多様な経済主体と連携しつつ新しい持
続可能な経済社会の構築を⽬指す国際的な連帯運動で
す。2022・2023年度に続き、法政⼤学連帯社会イン
スティテュート協同組合プログラムでは、SSEについ
て学び、国内での実践を広げるためのオムニバス講義
を開催します。今回は5⽇間の開催となり、学外者は
オンラインで参加できます。皆様のご参加をお待ちし
ております。
全回あるいはご興味のある単回でも興味がございまし
たら、⾃由にご参加ください。参加にあたり、以下の
WEBフォームより事前申込みが必要となります。お
誘い合わせの上、奮ってご参加ください。
https://ws.formzu.net/dist/S20101802/

オンライン開
講

参加費無料

QRコードからも申込可能です。

本講座は、連帯社会インスティテュート協同組合プログラムでの企画となり、JSPS科研費基盤研究(C)「現代⽇本における社会的連帯経済の展開を基盤とする⾮営利・協同組
織変⾰可能性の検討」（課題番号︓24K05481）の研究推進の⼀部となっています。 ※ご不明な点については申込フォームより担当者の伊丹までお問い合わせください。

社会的連帯経済をめぐる
構想と挑戦 ‒ 徹底“対論”
１

3

２

5

4
5⽉11⽇（⼟）13：00〜16:40

⽩川真澄（ピープルズ・プラン研究所）
⽥中夏⼦（⻑野県⾼齢協副理事⻑／農園主）
廣⽥ミゲル裕之（法政⼤学連携准教授）
資本主義が⽣み出す諸課題の原因はどこにあ
り、私たちは何をなすべきか。⻑く社会運動
の前線で思考し続けてきた碩学の著書『脱成
⻑のポスト資本主義』に⽥中夏⼦/廣⽥裕之の
⼆⼈のSSE研究者が挑む。

5⽉18⽇（⼟）13：00〜16:40

⾼㟒真⼀（ILO駐⽇代表）
㛲澤敏勝（明治⼤学名誉教授）
SSEに新しい展開を促したILO。その駐⽇事務
所から⾼﨑代表を迎える特別対談。本年度は
協同組合研究者であるとともに、⼤学では⻑
年企業論を教えてきた柳澤敏勝⽒が対論者と
なり、「そもそも企業とは」を含め、SSEの主
体に求められる姿勢と、主体となるための条
件について語り合う。

6⽉1⽇（⼟）13：00〜16:40

岡野内正（法政⼤学社会学部教授）
上村雄彦（横浜市⽴⼤学教授）
社会連帯の新しい動きとしてベーシックイン
カムの構想が若い世代を中⼼に⼈びとを惹き
つけている。岡野内⽒は、そのなかでもグ
ローバル・ベーシック・インカムという独特
の運動を提唱している⼈物である。対論者で
ある上村⽒はグローバル・タックスというこ
ちらも国際移動や巨⼤多国籍企業などに適正
な課税を⾏う議論を展開している。両者の対
論から新しいグローバルな連帯を考える。

6⽉15⽇（⼟）13：00〜16:40

藤⽥雅美（医師・国⽴国際医療研究センター）
仁科伸⼦（熊本学園⼤学教授）

藤⽥医師はWHOなどに籍を置きながら、海外
調査を中⼼に公衆衛⽣や移⺠の健康問題などに
携わってきた。仁科⽒はフルブライト奨学⽣と
してシカゴ⼤学でコミュニティにおける住⺠の
エンパワメントを学び、社会福祉学の研究を続
けている。⼈びとの健康や豊かさを⾒続けてき
たふたりが、SSEとウェル・ビーイングという
２つのキーワードで合流する。

7⽉13⽇（⼟）13：00〜16:40

津富宏（⽴教⼤学特任教授）
⻄野ゆかり（⽇本フリーランスリーグ理事⻑）

若者就労⽀援の分野で「静岡⽅式」という伴⾛
型の新しい取組をはじめたことで有名な津富⽒。
もう⼀⼈は、連合の初代Wor-Qサポート局⻑と
して「曖昧な雇⽤」にある労働者、ギグワー
カーたちの⽀援を推進してきた⻄野⽒。
津富⽒は4⽉より静岡を離れ⽯巻で市⺠活動に注
⼒しながら新座の⽴教⼤学で教鞭をとられ、⻄
野⽒もまた4⽉に⽇本フリーランスリーグという
新しい組織を⽴ち上げた。お⼆⼈の対論を通し
て、SSE運動の新しい萌芽を体感する最終回。

https://ws.formzu.net/dist/S20101802/

